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大分県日出町早水台遺跡における火山灰分析 E4-gグリッドを中心に
早 田 勉（古環境研究所)＊1
 
1.はじめに
東九州地方の国東半島とその周辺に分布する後期更新世以
降に形成された地層の中には，阿蘇，九重，姶良，鬼界など
の火山に由来するテフラが多く認められる。テフラの中には，
噴出年代が明らかにされている指標テフラがあり，これらと
の層位関係を遺跡で求めることで，遺構の構築年代や遺物包
含層の堆積年代などを知ることができるようになっている。
そこで早水台遺跡においても，土層層序を記載するととも
に，採取された試料を対象に火山ガラス比分析と屈折率測定
を行って指標テフラの層位を把握し，遺物包含層の層位や年
代などに関する資料を収集を行った。調査分析の対象は，E4-
gグリッド西壁，D5グリッド南壁，D4グリッド北壁，A12グ
リッド北壁の3地点である。
ここでは，紙数の関係から，土層の状況の良いE4-gグリッ
ド西壁（第1図）における分析結果を中心に紹介する。
2.火山ガラス比分析
(1) 分析試料と分析方法
E4-gグリッド西壁，D5グリッド南壁，A12グリッド北壁
の3地点において，基本的に厚さ5 cmごとに設定採取され
た試料のうち，44試料を対象に火山ガラス比分析を行い，ガ
ラス質指標テフラの降灰層準の把握を試みた。分析の手順は
次の通りである。
1) 試料10 gを秤量。
2) 超音波洗浄により泥分を除去。
3) 80°Cで恒温乾燥。
4) 分析篩により，1/4-1/8 mmの粒子を篩別。
5) 偏光顕微鏡下で250粒子を観察し，火山ガラスの色
調・形態別比率を求める。
(2) 分析結果
E4-gグリッド西壁では，試料10（3b層）から試料8（3a
層）にかけて，無色透明のバブル型ガラスが多く含まれてい
る（第2図）。また試料3より上位で，無色透明のバブル型ガ
ラスのほかに，褐色や淡褐色のバブル型ガラスが認められる。
D5グリッド南壁でも，試料16（3b層）で無色透明のバブ
ル型ガラスが急増し，試料14（3b層）にその出現ピークが認
められる。また試料5（1層基底部）より上位の試料に，褐色
や淡褐色のバブル型ガラスが比較的多く含まれている。A12
グリッド北壁では，試料8（6層下部）を除く試料から火山ガ
ラスが検出される。比較的下位の試料では，試料13（7層）に
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第1図 E4-gグリッド西壁の土層柱状図
数字はテラフ分析の試料番号
第2図 E4-gグリッド西壁の
火山ガラス比ダイヤグラム
3a層（暗灰褐色土）
2b層（暗褐色土）
2a層（黒褐色土）
1層（黒色土）
3b層（暗灰褐色土）
3c層（褐色土）
4層（灰色土）
5層（礫まじり黄灰色土）
中間型ガラスやスポンジ状に発泡した軽石型ガラスが少量含
まれている。さらに，試料6（6層上部）より上位の試料から
は，無色透明のバブル型ガラスが少量ながら検出される。
3.屈折率測定
(1) 測定試料と測定方法
指標テフラとの同定精度を向上させるため，土層の状況が
良いE4-gグリッド南壁で採取された試料のうちの2点を対
象として，温度一定型屈折率測定法（新井，1993）により屈
折率の測定を行った＊2。
(2) 測定結果
E4-gグリッド西壁の試料13に含まれる火山ガラスの屈
折率（n）は，1.498-1.500である。重鉱物としては角閃石が
比較的多く含まれている。角閃石の屈折率（n2）は，1.668-
1.675である。また，試料10に含まれる火山ガラスの屈折率
（n）は，1.497-1.500である。重鉱物としては，角閃石のほか
に少量の斜方輝石が含まれている。角閃石の屈折率（n2）は，
1.668-1.674である。
4.まとめにかえて
E4-gグリッド西壁の試料13および試料10に含まれるテ
フラ粒子のうち，火山ガラスについては，その特徴から約9
～9.5万年前の鬼界葛原テフラ（K-Tz，町田・新井，2003），
または約2.6～2.9万年前（14C年代:約2.4～2.5万年前）の姶
良Tn火山灰（AT，町田・新井，1976，2003）に由来する可
能性が考えられる。ただし前者に特徴的な，無色透明の火山
ガラスが付着したβ石英は認められない。また前者に含まれ
ているとくに屈折率が低い火山ガラスも認められない。これ
らのことから，試料13や試料10に含まれている無色透明の
バブル型ガラスは，ATに由来する可能性がより高いと考えら
れる。火山ガラスが急増する層準をテフラの降灰層準とする
ならば，その産状からATの降灰層準は試料10（3b層）付近
と推定される。
今後，同定精度向上のために，信頼度の高いEPMAを利用
しての火山ガラスの主成分化学組成分析が実施されるとよ
い。
一方，試料13と試料10に含まれる角閃石については，互
いに同様な屈折率が得られた。本遺跡近辺での分布はよく知
られていないものの，起源として可能性のあるものとしては，
まず約5万年前に九重火山から噴出したと考えられている
飯田火砕流の噴火で噴出したとされる九重第1軽石（Kj-P1，
小林，1984，町田・新井，1992）が挙げられる＊3。また，同
じような角閃石の屈折率をもつとされる九重下坂田テフラ
（Kj-Sm，約11万年前，小野ほか，1977，鎌田ほか，1998，町
田・新井，2003）に関係したテフラ粒子が，由布院盆地西方
ユムタ高原や由布岳北方の塚原で発見されているらしい（古
澤，2003）。そこで，現在のところ，試料13（5層）や試料
10（3b層）には，Kj-SmあるいはKj-P1に由来するテフラ粒
子も混在している可能性が考えられよう。なお，1層中に含ま
れる少なくとも有色の火山ガラスについては，約7,300年前
（14C年代:約6,300年前）に鬼界カルデラから噴出した鬼界
アカホヤ火山灰（K-Ah，町田・新井，1978，2003）と考えら
れる。
以上のことから，5層より上位の土層の形成は，少なくとも
Kj-Sm降灰以降のことと考えられる。また3b層中にAT，1
層中にK-Ahの各々の降灰層準があると考えられる。ただし，
5～4層中にもAT起源の火山ガラスが混在している可能性
のあることは，土層の年代を考える上で注意が必要である。
※1 現在は，火山灰考古学研究所。
※2 屈折率測定は，故新井房夫群馬大学名誉教授によりお
こなわれた。
※3 詳細は不明であるが，飯田火砕流堆積物とKi-P1を別
の噴火の産物とする考えもあるらしい（町田・新井，
2003）。
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